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地震から身を守る訓練をします

・慌てて外に飛び出さない。

・防災頭巾やクッションなどで頭を保護する。

・丈夫なテーブル、机の下などに身を隠す。

・物が「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」空間に身を寄せる。

地震時の行動

・火を使っているときは、揺れがおさまってから、慌てず火の始末をする。

・屋内で転倒・落下した家具類やガラスの破片等に注意する。

・瓦、窓ガラスなどが落ちてくるので、外に飛び出さない。

・避難ができるように出口を確保する。

・家族の安否確認をする。

・家屋の被害状況を点検し、余震で被害拡大の恐れがあれば避難準備をする。

・避難が必要なときは、ブレーカーを切りガスの元栓を閉めて避難する。

　（避難するときは、落下物からの衝撃を和らげるためにカバンなどで頭の上を守りましょう。

　また、頭とカバンの間に10cm程度の隙間を空けましょう）

地震直後の行動

サイレンおよび防災行政無線で訓練放送を

しますので、下記の行動をとってください。

■お問い合わせ　役場2階　防災安全室　☎43-2111（内線2231・2232）

日頃からの備え（備蓄食料、飲料なども含む）、実際に災害時の様子をイメージ

して、普段から避難所までのルートを検討しておく（危険箇所の確認）など『自分

の身は自分で守る』方法を今回の訓練をきっかけにあらためて考えてみましょう。

9月13日(日)の防災訓練に参加されない自治会のみなさまも

　【地震時の行動・地震直後の行動】については、ぜひ各家庭にてご参加ください。

災害は時間を選びません。

被害想定および時間

南海トラフ地震発生　八百津町震度6弱　　午前8時予定




